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1. 研究／活動名称 
「高放射線環境（福島第一原子力発電所）に生息する微生物群集の調査」 

 

2. はじめに 
本研究では，福島第一原発事故による微生物への影響と原子炉内の金属腐食に関連する

バクテリアを探索することを目的に，福島第一原発周辺の「環境サンプル」からメタ 16S

解析によって微生物群集を推定した．2011 年 3 月，福島第一原子力発電所（以下 福島

第一原発）において，津波による非常用設備の故障で，原子炉内部への注水が停止し，

核燃料の冷却ができなくなったことにより放射性物質の放出を伴った事故が発生した．

融解した核燃料の熱や水素爆発により格納容器が破損し，広範囲に放射性物質が放出さ

れ，原発付近の線量は著しく増加した(1)．近年の調査で福島第一原発の原子炉内部の映

像が公開され，金属部分の表面において微生物の集合体であるバイオフィルムの形成が

示唆されているが，微生物の調査は行われていない．微生物の中には，金属を電子受容

体として，金属を腐食させることができる種類が報告されており(2)，微生物による金属

腐食は微生物腐食（ Microbially Influenced Corrosion: MIC ）と呼ばれる．微生物が金

属表面に付着すると，多糖類やタンパク質からなる細胞外高分子物質を放出し，バイオ

フィルムと呼ばれる集合体を形成し(3)，本研究では，福島第一原発内外のサンプルから

図 1. 福島第⼀原⼦⼒発電所 3 号機 原⼦炉格納容器の内部  
⾦属表⾯上にバイオフィルム（オレンジ⾊）と⾒られる物体の付着が観察される． 
出典：東京電⼒ホールディングス 



微生物群集の解析を行なった． 

 

3. 成果 
本研究では，福島第一原発周辺および，関連地域から合計で 64 サンプルのアンプリコ

ンシークエンスを行い，微生物群集の推定を行なった．原子炉建屋から約 1 km離れた

南森林の空間占領率は 2020 年現在も．71 µSv/h （地表から 5 cm）と事故発生前と比

べて，500 倍以上の放射線量があるものの，微生物群集を推定したところ，20 門以上の

門が検出され，多様性が保たれていた．また，福島第一原発から 40 m離れた杉森林の

土壌中の微生物群集と類似したプロファイルを示した．これらの結果から，71 µSv/h の

環境では，微生物群集構造への影響が少ないと考えられる．また，微生物腐食や放射性

耐性として知られている属(4)は環境中で優位でなかった．環境中では多く未培養のバク

テリアが存在し，放射線耐性を試験されていないバクテリアも多く存在するため，より

詳細な調査が必要である． 

 本研究では，福島第一原発周辺および，関連地域だけでなく，原子炉建屋内のサンプ

ルについても解析が完了しているが，本成果は国際論文への投稿を予定しており，本報

告書への記載は控えさせていただく． 
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